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大正期日本の転換 

●著者略歴● 

櫻井良樹（さくらい・りょうじゅ） 

麗澤大学国際学部教授。第 33 回大

平正芳記念賞（大平正芳記念財団）。 

主な著書に、『国際化時代「大正日

本」』(吉川弘文館、2017 年)、『華北

駐屯日本軍―義和団から盧溝橋へ

の道―』(岩波書店、2015 年)、『加

藤高明―主義主張を枉げるな―』(ミ

ネルヴァ書房、2013 年)、『辛亥革

命と日本政治の変動』(岩波書店、

2009 年)、『海軍の外交官竹下勇日

記』(共編、芙蓉書房出版、1998

年)、『大正政治史の出発―立憲同志

会の成立とその周辺―』（山川出版

社、1997 年）がある。 

【 】 
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日本の政治・外交・社会で多様な転換が起きる中、様々な 
可能性を見せた、歴史の“重み”を有した時代でもあった！ 

 

第四部 辛亥革命の周辺 

第一〇章 宇都宮太郎と後藤新平 

第一一章 中国辺境（新疆）と近代に日本との関係

史スケッチ 
第一二章 東南アジアとアメリカの辛亥革命記念

空間を訪ねて 
第一三章 一九二〇年代前半の日中関係に関する

史料紹介 
 




